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2025年 05月 第 23巻 第 5号 

 

かく語りき－聖人の言葉 

 

憎しみの中にあっても、 

喜びと愛をもって生きなさい。 

苦しんでいる人の中でも、 

喜びと健康に生きなさい。 

困難の中にあっても、 

喜びと平安のうちに生きなさい。 

輝く人のように、何も所持せず、 

喜びにいきなさい。 

…お釈迦様 

 

彼は確かに、史上最も偉大な人物であ

った。彼は自分のために休息すること

などなかった。何よりも礼拝を強要し

なかった。彼は言った。「仏陀とは人で

はなく、状態である。私は扉を見つけ

た。皆、入ってきなさい！」 

…スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ 

 

心の平静さを養いなさい。あなたは常

に賞賛や非難を受けるだろうが、どち

らにも心の落ち着きを崩されてはいけ

ません。静けさ、高慢でないことを追

求しなさい。…お釈迦様 

今月の目次 

 

・かく語りき――聖人の言葉 

・お知らせ 

・2025年 7月の生誕日 

・「ギーターにおけるトリグナのメッセ
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スワーミー・メーダサーナンダ 

・「シュリー・ラーマクリシュナについ
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・忘れられない物語 
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お知らせ 

・各プログラムに参加を希望される方

は、協会までご一報ください。 

・日本ヴェーダーンタ協会の行事予定

はホームページをご確認ください。 

https://www.vedantajp.com/ 

 

 

https://www.vedantajp.com/
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2025年 7月生誕日  

スワーミー・ラーマクリシュナーナン

ダ              7月 22日（火） 

 

2024年夏季リトリート 善通寺 

「ギーターにおけるトリグナの 

メッセージ」 （パート 3） 

スワーミー・メーダサーナンダ 

 

それでは、ギーターの中で最も重要な

節をいくつか見てみましょう 。これら

を読み、自分のものにすることで、私

たちは完全に変容するでしょう。まず、

第 6章「瞑想のヨーガ」（ディヤーナ・

ヨーガ）から 2つの節です。 

  

第 6章第５節 

ウッダレード アートマナートマーナ

ン ナートマーナン アヴァサーダイ

ェート/ 

アートマイヴァ ヒ アートマノ ― 

バンドゥル アートマイヴァ リプル 

アートマナハ //  

 

人は自分の心で自分を向上させ、決し

て下落させてはいけない。 

何故なら、心は自分にとっての親友で

もあり、かつまた同時に仇敵でもある

からだ。 

 

第 6章第 6節 

バンドゥル アートマートマナス タ

ッシヤ イェーナートマイヴァートマ

ナー ジタハ/  

アナートマナス トゥ シャットルッ

トヴェー ヴァルテータートマイヴァ 

シャットルヴァト// 

 

自我心を克服した人にとって、心は最

良の友であるが、 

それが克服できない人にとっては、心

こそ最大の敵となる。 

 

心は最良の友であると同時に、最悪の

敵でもあります。心は影のように私た

ちを追いかけるので、逃れる術はあり

ません。ですので、私たちはそれをコ

ントロールすることを学ぶしかないの

です。聖典は最良の友です。なぜなら、

聖典は私たちが自分の状態に気づくの

を助けてくれるからです。賢者は次の

ように言って、聖典を称賛します。聖

典は私たちの真の母です、なぜなら、

この世の母は、この世での私たちの幸

福だけを考えますが、ホーリー・マザ

ーのような理想的な母は、私たちのす

べての人生での、霊的な幸福を常に考

えてくださるからです。 

 

同じ章にさらに二つの節があります。 

 

第 6章第 34節 

チャンチャラン ヒ マナハ クリシュ

ナ プラマーティ バラヴァッド ドリ

ダム / 

タッシヤーハン ニッグラハン マン

ニェー ヴァーヨール イヴァ スド

ゥシュカラム //  
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おお、クリシュナ様！私の心は絶えず

揺れ動き、すぐ荒れ狂い、力強く、そ

して実に頑迷です。ですから、私にと

ってこれを制御することは、風を意の

ままに支配する以上に難しいのです。 

 

第 6章第 35節 

シュリー・バガヴァーン ウヴァーチ

ャ： 

アサンシャヤン マハー・バーホー 

マノー ドゥルニッグラハン チャラム

/ 

アッビヤーセーナ トゥ カウンテー

ヤ ヴァイラッギェーナ チャ クリ

ヒャテー //  

 

至高者が語られます。『大いなる勇者

よ！ 確かに絶えず動く心を制御する

のは難しい。 

だが、クンティー妃の息子（アルジュ

ナ）よ！ 不断の修練と離欲によって

それが可能となるのだ』 

 

心は風のように、あるいはそれ以上に

制御が難しいものですが、クリシュナ

は私たちに、無執着（ヴァイラーギヤ）

と霊的実践（アビヤーサ）を通して、

馬を調教するように、最終的には心を

「調教」し、制御下に置くことができ

ると説いています。ここでのヴァイラ

ーギヤとは、神や永遠なる真理を除い

て、他のすべては一時的なものである

と知ることです。私たちは非実在から

実在へと向かわなければなりません。

この事実を理解したら、それを何度も

何度も心に繰り返し唱え続けなければ

なりません。そして、継続的で厳しい

実践を意味するアビヤーサを始めてく

ださい。 

 

さまざまな宗教が楽園からの堕落につ

いて語っていますが、それは一体何を

意味するのでしょうか？それは、道徳

的で純粋な霊的状態から、不道徳で不

純な世俗的な状態への堕落を意味しま

す。今日の世界では、誘惑が溢れてい

るため、状況はさらに悪化しています。

それらを克服するのは非常に困難です

が、最高の目標は私たちに最高の褒美、

つまり絶対的な至福を与えてくれます。 

 

ですから、悪い習慣、世俗的な人々、

有害な環境、そして私たちの霊的進化

を妨げるあらゆる否定的なものを手放

しましょう。否定的な習慣を、瞑想、

神の御名（ジャパ）の復唱、神への祈

り、常に神を覚えておくこと、自己分

析、自分を制する実践、といった肯定

的な習慣に置き換えるべきです。 

 

これらの修行を積まなければ、私たち

の人生は完全にゼロになってしまいま

す。世俗的な楽しみと最高の悟りを両

立させることはできません。私たちの

多くがその両方を組み合わせたいと思

っていますが、現実には、どちらか一

方の道を選ばなければなりません。自

分自身を欺くことはできても、神を欺
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くことはできません。そうすると、私

たちの多くは、頭は地面に隠している

が、体は捕食者に無防備なままになっ

ている野ウサギのようになります。私

たちは、プレーヤ、すなわち、今は蜜

のようだが後に毒となるもの（短期的

な満足と長期的な苦しみ）、もしくは、

シュレーヤ、すなわち、今は毒のよう

でも後にアムリタ （不老不死薬）にな

るもの（霊的な意味での長期的な利益

のための短期的な犠牲）のいずれかを

選ばなければなりません。霊的成長の

ために、長い目で見たら有益であるシ

ュレーヤを常に選びましょう。 

 

野ウサギのように自分を欺いてはいけ

ません。また、後回しにすることも避

けましょう。なぜなら、後になってか

らでは、正しく実践する機会がなくな

るかもしれないからです。「神は、私の

唯一の避難所であり、私の唯一の友で

あり、私の唯一の真の親である。生ま

れてから死ぬまで、今生でも来世でも」

と常に思いましょう。そして、「永遠の

友よ、どうか私を見捨てないでくださ

い」と神に祈りましょう。 

 

それでは、何を避けるべきか、そして

どのように良く生きるべきかについて、

他の節を見ていきましょう。第 16章「神

性と魔性を識別する道」（ダイヴァース

ラ・サンパッド・ヴィバーガ・ヨーガ

ハ）にあります。 

 

第 16章第 21節 

トリ・ヴィダン ナラカッシイェーダン 

ドヴァラーン ナーシャナム アートマ

ナハ/ 

カーマハ・クローダス・タター ロー

バス タスマード エータト トラヤ

ン テャジェート// 

 

人間の魂を堕落させてしまう地獄への

門が三つあるが、肉欲、怒り、貪欲が

それである。 

それ故、正気の人間は、この三つを捨

てなければならぬ。 

 

この詩節を学び、理解したとしても、

実践しなければ、学んだことはすべて

無駄になります。この三つの要素のせ

いで、私たちの潜在能力は発揮されま

せん。ギーターは第 6 章で、節制を通

してこの三つの要素から解放される、

つまりヨーガへの道を教えています。 

 

第 6章第 16節 

ナーッテャシュナタス トゥ ヨーゴ

ースティ ナ チャイカーンタム ア

ナシュナタハ/ 

ナ チャーティ・スヴァプナ・シーラッ

シヤ ジャーグラトー ナイヴァ チ

ャールジュナ // 

 

アルジュナよ！ヨーガを行ずるには、

多く食べてもいけず、食べなさ過ぎて

もいけない。 

また眠り過ぎてもいけず、寝不足であ
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ってもいけない。 

 

第 16章第 17節 

ユクターハーラ・ヴィハーラッシヤ ユ

クタ ・チェーシュタッシヤ カルマス 

/ 

ユクタ・スヴァプナーヴァボーダッシ

ヤ ヨーゴ バヴァティ ドゥフカ・

ハー //  

 

適度に食べ、適度の体を動かし、適度

に仕事をし、適度に眠り、適度に目覚

め、そしてヨーガを実践すれば、苦悩

はすべて取り除くことができる。 

 

私たちが直面するもう一つの問題は、

神を忘れてしまうことです。クリシュ

ナは第 8 章「不滅の至高者（ブラフマ

ン）に至る道」（アクシャラ・ブラフマ・

ヨーガハ）でこう説いています。 

 

第 8章 7節 

タスマート サルヴェーシュ カーレー

シュ マーム アヌスマラ ユッデャ 

チャ / 

マイ アルピタ・マノー・ブッディル 

マーム エーヴァイッシヤシ アサン

シャヤハ// 

 

故に、君はいつも私のことを想いなが

ら戦いなさい。 

心も頭も私にしっかと結び付けておき

さえすれば、君は疑いなく私の元へと

到達する。 

この詩節の真意は、私たちはパートタ

イムの霊的求道者であってはならない、

つまり、中途半端な気持ちで物事に取

り組み、望むなら、いつでもすべての

責任を投げ出すような存在であっては

ならない、ということです。そうでは

なく、私たちはフルタイムの霊的求道

者であり、義務や仕事をしている間、

旅行中、入浴中、料理中、洗濯中、起

床時や就寝時、水を飲んでいる間など

も常に神のことを想うべきです。だか

らこそ、私たちは昼食と夕食の前に次

の言葉を唱えるのです。 

 

第 4章第 24節 

ブラフマールパナン ブラフマ ハヴィ

ル ブラフマーグナウ ブラフマーナ 

フタム / 

ブラフマイヴァ テーナ ガンタッヴィ

ヤン  ブラフマ・カルマ サマーディ

ナー //  

 

供養者としての大実在（ブラフマン）

が、供物としてのブラフマンを、火と

してのブラフマンの中に注ぎ入れる。

こうした意識をもって供養する人は、

必ずやブラフマンと一体となる。 

 

私たちが食べるもの、行うことはすべ

て、神への犠牲供養として捧げるべき

です。一日を通して、特定の機会に神

の御名を 10回唱えることを忘れないで

ください。家を出る時 10回、職場に着

いた時 10 回、仕事中 10 回、職場を出
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る時 10 回、家に着いた時 10 回、お風

呂に入る時 10回、などです。 

 

このように、ゆっくりと、こうした小

さな断続的な習慣が空白を埋め、つい

には一日中、途切れることなく継続的

に神を思い出せるようになります。 

 

2025年 3月 16日シュリー・ラーマクリ

シュナ生誕祝賀会 逗子別館 

「シュリー・ラーマクリシュナについ

ての話」  

スワーミー・メーダサーナンダ 

 

今日はシュリー・ラーマクリシュナに

ついてお話します。シュリー・ラーマ

クリシュナは無限ですが、無限につい

て話すことは不可能です。なぜなら、

私たちの話は条件によって限定されて

いるからです。スワーミー・サーラダ

ーナンダジー・マハーラージはかつて

こうおっしゃいました。「シュリー・ラ

ーマクリシュナの弟子の中で、スワー

ミー・・ヴィヴェーカーナンダは非常

に特別で、私たちから何千マイルも離

れたところに住んでいたかのようでし

た。しかし、シュリー・ラーマクリシ

ュナと比較するとき、シュリー・ラー

マクリシュナはスワーミージーから何

百万マイルも離れたところに住んでお

られました」 スワーミージーの悟り

は非常に高度なものであり、彼は七聖

者の一人であると信じられています。

スワーミージーの生涯の終わりに近づ

いたとき、ある人が彼に尋ねました。

「シュリー・ラーマクリシュナについ

て、あなたはどのように理解しておら

れますか？」 彼は大きな理解力を持

っていたにもかかわらず、自分はまだ

シュリー・ラーマクリシュナの輪郭の

まわりを動いているだけだとコメント

しました。「私はまだ、シュリー・ラー

マクリシュナの姿をとって実際にあら

われたのが誰なのか理解できない」と

スワーミージーはよく言っていました。

さて、私たちはシュリー・ラーマクリ

シュナの人格を理解しようと努めるべ

きではないでしょうか？ 私たち自身

の能力に応じて、シュリー・ラーマク

リシュナの人格を理解しようと努力し

ましょう。 

 

知識人の中には、シュリー・ラーマク

リシュナを信仰心だけで、理論という

ものはない、として拒絶しようとする

人もいます。しかし私は、シュリー・

ラーマクリシュナは最も偉大な科学的

精神の持ち主だったと信じています。

インドでは、土製のドゥルガー女神像

やカーリー女神像を礼拝しています。

そのような像に神性が宿っているとい

う深い確信を私たちは持っているでし

ょうか？ 私たちの信仰は往々にして

非常に表面的で脆弱です。しかし、シ

ュリー・ラーマクリシュナの霊的実践

は、「この像はただの石なのか？ それ

とも、像にはカーリー女神が本当に宿

っておられるのだろうか？」という問
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いから始まりました。科学者も同じよ

うな疑問から探究が始めるのではない

でしょうか？ そして、そのような疑

問の後には、さらに次のステップに進

むための仮説が続くことがあります。

12 年間の霊的修行の後、シュリー・ラ

ーマクリシュナは、その像は単なる土

像ではなく、実際には神聖なる母ご自

身が像の中に存在しているという確信

に至りました。 

 

自らが選んだ神のヴィジョンを得た後、

シュリー・ラーマクリシュナは他の宗

教や信仰の霊的修行を実践し始めまし

た。彼はイスラーム教も実践なさいま

したが、その期間中はバヴァターリニ

寺院への参拝をやめ、代わりに近くの

モスクを訪れて祈りを捧げました。さ

らに、イスラーム教は神の無形の側面

のみを信じていることから、彼は部屋

からすべての神々と女神の絵を取り除

きました。シュリー・ラーマクリシュ

ナはまた、バイブルを聞き、主イエス

について瞑想することがお好きでした。

彼はイスラーム教とキリスト教両方の

実践者が求める最高の悟りに達し、そ

の後、さまざまな宗教の人々が瞑想し

祈るのは、唯一かつ同一の神であると

結論づけました。ある者は神、ある者

はアッラー、ある者はバガヴァーンと

言います。しかし、それらはすべて同

一の神を指し示しているのです。水の

ことをベンガル語でジャル、ヒンディ

語でパニ、英語でウォーターと言いま

すが、これらの言葉はすべて同じ H₂O

を意味するのと同じです。 

 

さて、一つの重要な問題に至ります。

平安を得る道とは何でしょうか？ 私

たちは日々の生活の中で、趣味に没頭

したり、娯楽を楽しんだりすることに

時間を費やしますが、そこから得られ

る喜びはごく短命で表面的なものです。

しかし、ウパニシャドは「ナンニャ パ

ンタ ヴィディャテー・アヤナヤ（他

に道はない）」と言います。人々は恐れ、

混乱します。問題は、私たちが日々の

生活、物質的な生活にあまりにも集中

しすぎて「永遠」を見失っていること

です。私たちは時間と空間によって制

限のあるもの、永遠ではないものに執

着し、集中しています。私たちは皆、

自分と家族が永遠に生き続けることを

願っています。しかし、突然、自然は

私たちの愛する人たちを奪い去ってし

まうのです。 

 

では、あなた方の生活や家族の世話を

してはいけない、とアドバイスしてい

るのでしょうか？ いいえ、そうでは

ありません。 「絶対なるもの」「永遠

なるもの」にも焦点を当てるようにア

ドバイスをしているのです。私たちは

「永遠なるもの」と「永遠ではないも

の」を調和させるよう努めなければな

りません。現代において問題なのは、

人々が「永遠ではないもの」にばかり

焦点を当てていることです。ですから、
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家族や職業のために働くことに加え、

「永遠なるもの」にも焦点を当てれば、

真の平安が得られるでしょう。それは、

表面的な平安ではなく、真の平安です。

これはシュリー・ラーマクリシュナの

教えの一つでした。 

 

シュリー・ラーマクリシュナはまた、

教義にこだわってはならないともおっ

しゃいました。教義にこだわるとはど

ういうことでしょうか? 私の宗教、私

の聖典、私の預言者だけが真実である。

他の宗教の預言者、聖典、神は真実で

はない、ということです。そしてこれ

が、さまざまな宗教の人々の間にこれ

ほどの亀裂がある理由です。最近では、

組織化された宗教のメンバーになりた

くないという人がますます増えていま

す。ある学者が、なぜこのようなこと

が起きているのかを研究したところ、

異なる宗教グループの間で多くの争い

があり、そのために多くの人が宗教へ

の信仰を失っていることがわかったの

です。 だからこそ、シュリー・ラーマ

クリシュナは、自分自身の聖典と預言

者を敬いながら、同時に、他の預言者

や聖典も尊敬しなさい、と助言なさっ

たのです。神は無限なのですから、自

分の理解で神を限定してはなりません。

私たちの知性は自分の能力によって制

約されているのですから、自分の限ら

れた知識で神を理解できるなど期待で

きません。 

 

シュリー・ラーマクリシュナは次のよ

うな例え話をされました。「アリは砂糖

の山に近づき、そこから一粒の砂糖を

取る。巣に戻りながら、 次は砂糖の山

全部を取ってやろう、と考える。だけ

ど、もちろんそれは不可能だし、そん

なことは起こりっこない。 同じように、

私たちも限られた知性しか持っていな

いにもかかわらず、神の無限の側面を

すべて理解できると考える。しかし 、

もちろんそれは不可能なのだよ」 

 

シュリー・ラーマクリシュナのもう一

つの特徴は、普遍的な視野と、あらゆ

る信仰を持つ人々を受け入れる姿勢で

した。彼の門戸はすべての人に開かれ

ていました。神の信者、神を信じない

者、シヴァ派の信者、ヴィシュヌ派の

信者、ヒンドゥ教徒、イスラーム教徒

など、誰もが歓迎されました。当時、

彼が暮らしていた社会環境にはカース

トによる制限がありましたが、彼はそ

れらを気になさいませんでした。聖者

も罪人も、貧乏人も金持ちも、男性も

女性も、学者も無学な者も、あらゆる

人々と自由に交流されました。彼のも

う一つの特徴は、助言を求めて彼のも

とを訪れる人々の性向、能力、そして

現在の霊的レベルを理解し、それぞれ

に適した教えを与えたことです。  

 

ここで一つ、お話をしましょう。ある

ところに無神論者の王様がいました。

彼はいかなる神も宗教も信じていませ
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んでした。しかし、彼は神や宗教に興

味を持っていたので、いくつかの質問

を提示し、これらの質問に満足のいく

答えを出せば多額の褒美を与えると言

いました。王様の質問は次のようなも

のでした。 

 

神は存在しますか？ 

神はどこにおられますか？ 

神を見ることはできますか？ 

どうすれば神を見ることができます

か？ 

なぜ私たちは神を悟る努力すべきなの

ですか？ 

 

その国の一人の賢者がやって来て、こ

れらの質問に納得のいく答えを出しま

した。王様は彼の話を聞いて大いに喜

び、彼に十分な褒美を与えました。そ

の答えは何だったでしょうか？ 

 

賢者は牛乳の壺を持って来るように頼

みました。牛乳の壺が運ばれてくると、

賢者は王に尋ねました。「この牛乳の壺

の中にバターは入っていますか？」 

バターは確かに存在しますが、目には

見えません。同じように、神はこの世

に存在しますが、この目を通しては見

えません。さて、牛乳以外にバターの

原料はありますか？ いいえ、バター

は牛乳だけから抽出できます。 

 

次の質問は「神はどこにおられます

か？」です。賢者は言いました。「この

牛乳の壺の中に、バターの特別な場所

はありますか？」 答えは「いいえ」

です。牛乳のあらゆる部分からバター

を作ることができます。同じように、

神はどこにでもおられます。ある場所

には神がおられ、別の場所にはおられ

ない、ということではありません。 

 

「どうすれば神を見ることができます

か？」 牛乳の中にバターが入ってい

ますが、大声で「バター、出てこい！

バター、出てこい！」と叫んだら、バ

ターは出てくるでしょうか？ もちろ

ん、出てきません。手順があるのです。

まず牛乳を凝乳にします。そして、凝

乳になるまでの間、かき混ぜてはいけ

ません。凝乳ができたら、攪拌します。

そうして初めてバターができます。同

じように、神を悟るためには、ヨーガ

に頼り、明確に定められた霊的実践の

手順に従わなければなりません。 

 

 「なぜ私たちは神を見ようと努力す

るべきなのでしょうか？」 パンにバ

ターを塗ると、バターなしのパンを食

べるよりも大きな喜びが得られます。

私たちはバターの味を味わいたいので

す。同じように、神を悟れば、より大

きな幸福が得られます。実は、それこ

そが真の幸福なのです。この真の幸福

を得たいという思いこそが、神を見よ

うと努力する動機となります。 世俗的

なさまざまなものから得られる幸福は

とても短命ですが、神を悟ることで、
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永遠で絶対的な喜びを得ます。 

 

4月 20日逗子 月例会 

「われらの住家に帰ろうではない

か！」 

スワーミー・ディッヴィヤーナターナ

ンダ 

 

［注釈：講義は、まず、「われらの住家

に帰ろうではないか！」（『ラーマクリ

シュナの福音』1086頁』）という詩の朗

読から始まりました］ 

 

私たちが生きているこの世界は、本当

に私たちの家なのでしょうか？ この

世界がどのようなものか考えてみまし

ょう。この世界は二元的です。幸福と

不幸、成功と失敗、洪水と干ばつ、平

和と戦争、生と死、豊かさと貧困、私

たちの人生はこうした二元性の間を揺

れ動きます。悲しみと幸せは、あらゆ

る人の人生にさまざまな形で訪れ、程

度に差はあれ、何度も繰り返し経験し

ます。 

 

私たちの聖典は、アディヤートミカ

（ Adhyatmika）、アディバウティカ

（Adhibhautika）、アディダイヴィカ

（Adhidaivika）という 3 種類の悲し

みについて言及しています。 

 

アディヤートミカ：体と心に起因する

悲しみ。他者や親族などの死による悲

しみ、物質や金銭などの喪失による悲

しみ、など。 

アディブーティカ: 動物［ヘビに噛ま

れるなど］や非友好的な人々との接触

によって生じる悲しみ。 

アディダイヴィカ：地震、洪水、干ば

つ、山火事などの自然災害による悲し

み。 

 

もしこの人生が悲しみと苦しみに満ち

ているなら、私たちはそれを感じてい

るでしょうか？ 本当にそこから抜け

出そうとしているでしょうか？ シュ

リー・ラーマクリシュナはおっしゃい

ます。「砂漠のラクダは、サボテンやと

げのある植物を好んで食べる。口から

血が流れても、ラクダは諦めない。同

じように、私たちも苦しみながらも、

苦しみの中で生き続けたいと願ってい

るのだよ」 

 

シュリー・ラーマクリシュナは人間を

四つのカテゴリーに分類なさいました。

第一のタイプは、この世で常に束縛さ

れている人々です。彼らは漁師の網に

捕らわれた魚に例えることができます。

魚の中には簡単に捕らえられるものも

いますが、束縛の痛みを感じていない

ため、自らを解放しようとはしません。

これは、常に束縛されている人間と同

じです。彼らは、この感覚の世界こそ

が全てであり、永遠であると考えてい

ます。第二のタイプは、自分が束縛さ

れていることを知って、自らを解放し

ようと試みますが、成功しない人々で
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す。漁師の網の中には、何度も何度も

ジャンプして最善を尽くし、必死に自

由になろうと試みる魚がいますが、成

功しません。第三のタイプは、この世

の束縛から自らを解放することに成功

している人々です。同じ例えで、漁師

の網から自らを解放し、水に戻る魚も

います。最後に、第四のタイプは、決

して捕らえられない人々です。漁師の

網に全くかからない魚もいます。彼ら

は常に自由です。この世界では、私た

ちのほとんどは捕らわれています。私

たちはここを素敵な場所だと感じてい

ます。私たちは、人生の甘酸っぱく、

苦い経験が好きなのです。 

 

キサ・ゴータミーの息子はヘビに噛ま

れて亡くなりました。彼女が息子の命

を取り戻そうとお釈迦様に近づいたと

き、お釈迦様は彼女に、誰も死者を出

したことのない家から米を少し持って

来るように頼みました。ゴータミーは

家々を回りましたが、無駄でした。つ

いに彼女は、誰もがいつかは死ぬこと

を悟りました。彼女はお釈迦様の弟子

となり、解脱への旅を始めました。息

子の死は、彼女のヴィヴェーカ（識別

力）を生じさせる原因になったのです。

彼女はこの世の空虚さを理解しました。

このように、悲しみもまた神からの贈

り物です。悲しみが訪れるとき、気づ

きがもたらされます。中には、世俗か

ら心を離し、真剣に自由への旅を始め

る人もいます。 

この歌［われらの住家に帰ろうではな

いか！］には、次のような歌詞があり

ます： 

 

まわりにいるこの生きものたちや五元

素は、 

お前にとっては全部他人、身内は一人

もいないのだ。 

なぜこのように自分を忘れ、 

他人が好きになるのか、おおわが心よ。 

  

『ラーマクリシュナの福音』には、グ

ルと弟子の物語が記されています。あ

る弟子は、身近な人たちを自分のもの

だと思い込み、心から愛していました。 

 

あるグルが弟子たちに説法をしていま

した。グルは言いました。「この世で、

何一つおまえのものはない。神だけが

おまえのものだ」 弟子の一人が言い

ました。「なぜそうおっしゃるのです

か？ 妻も母も子供たちも皆、私を愛

し、よく世話をしてくれます」 グル

は言いました。「わかった。この薬を渡

す。これを飲めば、まるで死んだよう

に見える。しかし、おまえには周りで

何が起こっているかはわかるのだ」信

者は家に帰り、食事を終えると横にな

って薬を飲みました。夕方になっても

起き上がらないので、家族が診てみる

と、彼は亡くなっていました。皆、泣

き出しました。その時、グルが医者を

装ってあらわれ、家族たちにこう言い

ました。「薬を差し上げましょう。それ
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を飲む者は死にますが、この人は生き

返るでしょう」 家族の誰もが嫌がり

ました。皆、一人ずつ理由をつけて薬

の服用を拒んだのです。死んだふりを

して横たわっていた信者は、今、何が

起こっているのかすべてを理解するこ

とができました。ついに弟子はすべて

を理解し、すべての家族を捨ててグル

に従いました。 

 

私たちがこの世に夢中になり続けるの

には、もう一つ理由があります。聖な

る母が、遊びが続くことを望んでおら

れるからです。母親は幼児におもちゃ

を与えて楽しませます。子どもがおも

ちゃで、幸せで満足している間は、子

どもは母親を呼びません。けれども、

子供がおもちゃを全部投げ捨てて母親

を呼んで泣くと、母親はやって来ます

が、それまではやって来ません。 

 

私たちの本当の家はどこにあるのでし

ょうか？ そこにいるのはどんな感じ

でしょうか？ 喜びと至福に満ちてい

るでしょうか？ もし私たちがこの世

を去る前に何年も過ごすこの世界が本

当の家でないなら、私たちの本当の家

はどこにあるのでしょうか？ その本

性とは何でしょうか？ 誰かが私たち

に本当の家の本性、その栄光を説明し

てくれたときにのみ、私たちはそこへ

辿り着こうとするやる気が大きくなり

ます。実際には、「本当の家」とは、快

楽や苦痛、喜びや悲しみによって心が

乱されない心の状態を意味します。そ

の状態はサットワの状態であり、そこ

で人は純粋な至福を体験します。その

状態に達した人は、いかなる苦しみや

痛みも影響を受けません。 

 

バガヴァッド・ギーターの第 6章には、

次の二つの詩節があります： 

 

第 6章第 22節 

ラン ラブドヴァー チャーパラン 

ラバン マンニャテー ナーディカン 

タタハ/ 

ヤスミン スティトー ナ ドゥフケ

ーナ グルナーピ ヴィチャーリャテ

ー// 

 

これに勝るものはないという至高の境

地に達すれば、たとえいかなる困難に

遭おうとも、 

ヨーギーの心は少しも動揺することが

ない。 

 

第 6章第 21節 

スカム アーッテャンティカン ヤッ 

タド ブッディ・グラーッヒャム ア

ティーンドリヤム/ 

ヴェーッティ ヤットラ ナ チャイ

ーヴァーヤン スティタシュ チャラ

ティ タットヴァタハ// 

 

その境地にある人は、普通の感覚では

なく純粋の知性によってのみ感じ得る 

最上の歓喜を味わうこととなり、真理
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から決して離れることはない。 

 

また、第２章には次の節があります。 

 

第 2章第 56節 

ドゥッケーシュ アヌドヴィグナ・マ

ナーハ スケーシュ ヴィガタ・スプ

リハハ/ 

ヴィータ・ラーガ・バヤ・クローダハ 

スティタ・ディール ムニル ウッチ

ャテー// 

 

苦難に遭っても心乱さず、快楽を追う

こともなく、 

執着と怖れと怒りを己の心から完全に

捨て去った人こそ、 

真の知識を獲得した聖者（ムニ）と呼

ばれるのだ。 

 

本当の家にたどり着くための道 

 

その境地に到達したいと願うなら、聖

典に定められた道を歩むべきです。そ

の道とは、簡単に言えば、アビヤーサ

（神を想う実践）とヴァイラーギヤ（感

覚的快楽の放棄）です。 

 

ゴータマ・ブッダが仏陀となる前の王

子シッダールタとして過ごした生涯を

見てみましょう。父のシュッドーダナ

は、ブッダが悲しみを少しも見ないよ

うに、あらゆる贅沢と娯楽に囲まれて

いることを望みました。しかしある日、

シッダールタは外出すると、杖をつき、

足を引きずり、骨ばかりの老人を目に

しました。彼はお供の者に尋ねました。

「チャンダカよ、この男はどうしたの

ですか？」 チャンダカは答えました。

「彼は老いてしまったのです」 シッ

ダールタは尋ねました。「私も、両親も

老うだろうか？」 チャンダカは答え

ました。「はい」「人は皆、長生きすれ

ば老いを迎えます。あなた様も、あな

たのご両親も、私自身も、皆です」と

チャンダカは答えました。 

 

王子は深く心を痛めました。しかし翌

日、再びチャンダカを伴って王国へ出

かけました。しばらくして、彼らは病

気で他人に看病されている男に出会い

ました。王子は宮殿で病人を見たこと

がありませんでした。当然、王子は驚

き、それが何なのか尋ねると、チャン

ダカは「この男は何かの病気に罹って

いるのです」と答えました。「私もそう

なる可能性はあるのかい？」と王子は

尋ねました。「はい」とチャンダカは答

え、「誰にでも起こり得ることです」と

付け加えました。翌日、再び王子とチ

ャンダカが歩き始めると、頭からつま

先まで布で覆われた死体に出くわしま

した。チャンダカはシッダールタに「こ

の男は亡くなりました。そして、死は

私たち皆に訪れます。なぜなら、生ま

れた者は皆、必ず死ぬからです」と説

明しました。そしてその翌日、彼らが

歩いていると、黄土色の衣をまとい、

何も持たず、澄み渡った表情の隠者を
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見つけました。チャンダカは「彼は僧

侶です。彼はすべての世俗的な快楽を

放棄したのです」と説明しました。こ

れらの一連の場面は、王子シッダール

タの心に一連の思いを残しました。そ

して、ある夜、妻が眠っている間に、

彼は静かに王国を離れ、真理を求めて

森へと旅立ったことが知られています。 

 

バガヴァッド・ギーターには次の二つ

の美しい詩節があります： 

 

第 9章第 32節 

マーン ヒ パールタ ヴャパーシュ

リッテャ イェーピ シュフ パー

パ・ヨーナヤハ/ 

ストリヨー ヴァイシヤース タター 

シューッドラース テーピ ヤーンテ

ィ パラーン ガティム// 

 

プリター妃の息子（アルジュナ）よ！ 

たとえ身分の低い生まれの人間であろ

うと、女、ヴァイッシャ、スードラ等

であろうと、私に保護を求めてくる人

達は、必ずや最高の境地に達するであ

ろう。 

 

第 9章第 33節 

キン プナル ブラーフマナーハ プ

ンニャー バクター ラージャ・ルシ

ャヤス タター/ 

アニッテャム アスカン ローカム 

イマン プラーッピャ バジャッスヴ

ァ マーム// 

 

ましてや心正しきバラモンを始め、信

仰篤き聖人賢者達なら、なおさらのこ

と。 

はかなく悲苦に満ちた物質界（この世）

では、ただ私を信じ礼拝するがいい。 

 

『ラーマクリシュナの福音』で、Mさん

が神への愛をどう育むべきかと問いか

けます。この質問に対して、シュリー・

ラーマクリシュナはいくつかの方法を

示されました。それは以下のとおりで

す： 

 

神の御名と祈りをくり返し、 

聖なる仲間（ホーリーカンパニー）を

持ち、 

実在と非実在を識別し、 

時々、家族や友人から離れて孤独な場

所に退き、神を思いながら時間を過ご

す。 

 

これらの点について簡単に説明しまし

ょう。 

 

神の御名を繰り返し唱えることは、さ

まざまな宗教のほとんどすべての聖者

によって霊的実践として定められてい

ます。心は、私たちが繰り返し考える

ものの形をとります。連想の法則によ

り、私たちは神について考えれば考え

るほど、神の特質を吸収します。さら

に、神の名を繰り返し唱えることで、

心は強く純粋になります。強く純粋な
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心があれば、人生の問題に対処し、立

ち向かい、克服することができます。

心が弱いと、私たちはしばしば心の乱

れに流され、人生という海に溺れてし

まいます。同じ理由で、シュリー・ラ

ーマクリシュナは祈りを非常に重視な

さいました。彼は繰り返し、「神は、信

者の祈りが心のからのものであれば、

耳を傾けてくださる」とおっしゃいま

した。 

 

バガヴァッド・ギーターには次のよう

な詩があります。 

 

第 7章第 14節 

ダイヴィー ヒ エーシャー グナマ

イー ママ マーヤー ドゥラッテャ

ヤー/ 

マーム エーヴァ イェー プラパッ

デャンテー マーヤーム エーターン 

タランティ テー// 

 

世の人びとが、これら三性質からなる

私の幻象に、惑わされずにいることは

非常に難しい。 

だが私にすべてを委ねて帰依する人は、

やすやすとその危機を乗り越えられる

であろう。 

 

シュリー・ラーマクリシュナは、聖な

る仲間の必要性を繰り返し強調なさい

ました。聖なる仲間は、ヴィヴェーカ

（識別）を育むのに役立ちます。それ

は悟りへの道を示してくれます。聖な

る仲間は、私たちが望む目標に到達す

るための道しるべとなります。  

 

［「われらの住家に帰ろうではない

か！」より］ 

 

サードゥたちとの交わりはお前にとっ

て、 

道ばたのありがたい休息所であろう。 

そこでしばし疲れた手足を休め、もし

何か疑いがあれば、 

そこで見張りをしている人に、お前の

道をたずねるがよい。 

 

常に実在と非実在を区別すること。そ

れはヴィヴェーカと呼ばれます。シュ

リー・ラーマクリシュナは例えを挙げ

られます。ジャックフルーツを切ると

き、果物から出るべとべとで手にくっ

つかないように、手に油を塗ります。

同じように、ヴィヴェーカとヴァイラ

ーギヤを実践すれば、世界が糊のよう

に私たちにくっつくことはなくなり、

執着せずに自分の義務を果たすことが

できるようになります。 

 

同じ歌の中に次のような一節がありま

す。 

 

欲と迷妄とが、おまえの富を盗もうと

待っているぞ。 

またかたわらにはつねにおまえを災難

から守る護衛として、 

心の静けさと自己抑制をつれて行け。 
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ですから、上記の指針に従い、熱意と

信念をもって真剣に道を歩むならば、

真の故郷に辿り着くのは時間の問題で

す。私たちは人生において真の自由を

手に入れるでしょう。自由への旅を始

めると、すべての聖人と師から祝福を

受けると言われています。 

 

さて、人が自由を獲得すると何が起こ

るのでしょうか?  

ムンダカ・ウパニシャドには、次のよ

うな美しい詩があります： 

 

ビッデャテー フリダヤグランティ 

チッダンテー サルヴァサンシャヤハ  

クシヤンテー カースヤ カルマーニ 

タスミンドゥリシュテ パラーヴァレ 

 

高い者と低い者の両方が見られるとき、

心の結び目は解かれる。 

すべての疑問は解

決され、彼のすべてのカルマは消滅す

る。 

 

2025年 5月 3日 インド大使館 

バガヴァッド・ギーター勉強会の 

ノート 

 

これは参加者による講義ノートです。

これは授業の書き起こしではなく、講

義の覚書であることをご承知おきくだ

さい。   

 

授業は次の詩の詠唱から始まった。 

 

オーム サハナー ヴァヴァトゥ サ

ハノー ブナクトゥ サハ ヴィーリ

ャン カラヴァー ヴァハイ  

テージャスヴィ ナーヴァディータマ

ストゥ マー ヴィッヴィ シャーヴ

ァハイー 

オーム シャンティ シャンティ シ

ャンティヒ 

 

オーム ブラフマンが教師と弟子の両

方を導いてくださるように。 

私たちが豊かな活力をもって、ともに

働くように。 

私たちの学習がたくましく実り多いも

のであるように。 

愛と調和が、私たちの間に宿るように、

どうか私たちを見守りください。 

オーム。平安あれ、平安あれ、平安あ

れ。 

 

オーム アサトー  マー サドゥガ

マヤ  タマソー マー ジョーティ

ル ガマヤ  

ムリッティヨルマー アムリタム ガ

マヤ オーム シャンティ シャンテ

ィ シャンティヒ 

 

オーム、神さま、非実在から実在へ導

いてください。 無知の暗闇から知識

の光へ導いてください。 死から不死

へ導いてください。オーム。 平安あ

れ、平安あれ、平安あれ。 
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サルヴェー バヴァントゥ スキナハ 

サルヴェー サントゥ ニラーマヤハ 

サルヴェー バッドラーニ パッシャ

ントゥ マー カシュチード ドゥッ

カバーグ バヴェット オーム  シ

ャンティ シャンティ シャンティ 

 

皆が幸せでありますように。皆が病気

にならずに済みますように。皆が祝福

を得ますように。誰も苦しみに遭いま

せんように。オーム。平安あれ、平安

あれ、平安あれ。 

 

詠唱の後は数分間の瞑想が続いた。 

次に、次のギーター・ディアナ・シュ

ローカが朗唱された。 

 

ヴァスデーヴァ スタン デーヴァン 

カンサ チャーヌーラ マルダナン/  

デーヴァキー パラマーナンダン ク

リシュナン ヴァンデー ジャガッド 

グルン// 

 

ヴァスデーヴァの息子、カンサとチャ

ーヌーラの破壊者、デーヴァキーに至

福の喜びを与えるお方、世界の導師で

あられる、主クリシュナを私は礼拝い

たします。 

 

ギーター第 2 章 11 節から 20 節までを

全員で朗読した。最初はサンスクリッ

ト語で、次に日本語で朗読した。 

 

これらの朗誦の後、マハーラージは前

回の授業で議論された主なテーマは何

だったのかと尋ねられた。ある人が「執

着 対 愛」と答えると、マハーラー

ジは次のようにおっしゃった。 

 

執着があると本当の喜びを得ることは

できない。 

執着の源は何か？ それは自我、つま

り自己意識である。 

私たちの体には 3つのタイプがある。  

 

ストゥーラ：骨、肉、血など。 

スークシュマ：心、知性、エゴ 

カーラナ：原因体 

 

体はサンスクリット語でシャリーラと

呼ばれる。この語源は「衰えるもの」

を意味する。 

 

執着は、この体や他の物体といった永

続しないものに対して向けられる。 

この執着を取り除くには三つの方法が

ある。 

 

1.   無私の意識（利己心のない意識） 

2.   魂意識（魂の意識） 

3.   神意識（神への気づき） 

 

1. 無私の意識（利己心のない意識） 

 

他人に奉仕しなさい。他人に奉仕する

と、自分の悩みは減る。 

心身ともに健康を保つには、他人の悩

みをどう取り除くかを考える。 
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自分の問題を忘れる最善の方法は、他

人の問題をどうすれば助けられるかを

考えることである。 

これは素晴らしいアイデアだ。とても

前向きな方法である。自分の問題につ

いて考えないように。 

上記のことを実践せよ:  

アームリテ ：死ぬまで 

アースプテ：毎日寝るまで 

 

人が常にこの無私の意識を持ち、眠り

につくまで、死ぬまで常に他者に奉仕

するならば、そうすれば、寺院に行く

ことや瞑想など、他の霊的な実践は必

要ない。 

これがセヴァ・ヨーガ（奉仕のヨーガ）

である。 

 

ギリシュ・チャンドラ・ゴーシュは次

の物語が好きだった： 

 

村人全員がイスラーム教徒の村があっ

た。モスクがあり、ムッラー（イスラ

ム法師）もいた。金曜日になると皆が

モスクに集まった。ムッラーが礼拝を

司った。拡声器で「アッラー・フ・ア

クバル…」と唱えていた。これは礼拝

の呼びかけだ。一人だけモスクに一度

も行ったことのない人がいた。彼はア

ッラーさえ信じていなかった。彼は変

わり者だった。村を通る道があり、川

も流れていた。橋を渡って川を横切り、

多くの旅人がその道を通った。 

 

変わり者はその橋の上に座り、橋を渡

る人々に「喉が渇いていませんか？お

腹は空いていませんか？」と尋ねた。

そして彼らを自宅まで連れて行き、飲

み物や食べ物を振る舞った。 

 

ある日、天使が天から降りてきた。天

使はリストを持っていた。そこには、

天国に行く人と地獄に行く人の名前が

書かれていた。誰もがそのリストに興

味津々だった。その変わり者もリスト

を見に行った。皆、あのムッラーの名

前が天国のリストの一番上に載ってい

るだろうと期待したが、そうではなか

った。変わり者の名前がリストの一番

上にあったのだ。人々があのムッラー

の名前を探すと、天国に行く人のリス

トではなく、地獄に行く人のリストの

一番上にあった。なぜなら、彼は人々

を利用して私腹を肥やしていたからだ。 

 

主は他人を助ける人を愛される。 

 

ランティ・デーヴァ。彼はマハーバー

ラタとバーガヴァタムの両方で言及さ

れている。 

ランティ・デーヴァの物語。彼は 48日

間何も食べずに過ごし、その後少し食

べ物を手に入れたが、空腹の客が次々

とやって来たので、彼は自分の食べ物

と水をすべて彼らに与えた。以下の詩

はランティ・デーヴァに関するもので

ある。  
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シュリーマッド・バーガヴァタム 

（9.21.15) 

 

ナ トゥ アハン カーマイェ ラー

ジャム ナ スワルガン ナ プナー

ル バヴァム 

カーマイェ ドウッカ・タプターナー

ム プラーニナーム アールティ・ナー

シャナム 

 

私は王国も天国も解脱さえも望んでい

ません。 

私はただ、苦しむものを助けたい、す

べての生きとし生けるものの苦しみを

取り除きたいのです。 

 

シュリーマッド・バーガヴァタム

（9.21.16） 

 

コ ヌ スヤート ウパーイェ・アト

ラ  イェーネーハン サルヴァデヒ

ナーム 

アンタ プラヴィシャ サタタン バ

ーベヤム ドゥッカ・バーラバーク 

 

私がすべての生き物の心に入るための

方法を知りたい。 

その中に常にとどまり、彼らの苦しみ

という重荷を負うことができるだろう

か？ 

 

スワーミー・アカンダーナンダは、私

たちの僧院の中で他者への奉仕を始め

た最初の方であった。インドの聖者た

ちのことを考えてみよ。彼らは弟子た

ちの重荷を引き受けたいのだ。 

 

主イエスもまた、弟子たちに、彼らの

重荷をご自分が担うことを約束なさっ

た： 

 

マタイ 11:28-30: 

疲れた者、重荷を負う者は、だれでも

わたしのもとに来なさい。休ませてあ

げよう。  

わたしは柔和で謙遜な者だから、わた

しの軛（くびき）を負い、わたしに学

びなさい。そうすれば、あなたがたは

安らぎを得られる。  

わたしの軛は負いやすく、わたしの荷

は軽いからである。 

 

最後に次の節を詠唱して講義は終了し

た。  

 

オーム・プールナマダ・プールナミダ

ム プールナートゥ・プールナムダッ

チャテー 

プールナッシャ・プールナマーダーヤ 

プールナメーヴァーヴァシッシャテー 

オーム シャンティ・シャンティ・シ

ャンティヒ 

 

オーム。あれ（ブラフマン）は完全で

す。これ（宇宙）も完全です。完全な

ものから、完全なものが生まれました。

完全なものが完全なものから取り去ら

れても、完全なものは依然として残り
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ます。 

オーム、平安あれ、平安あれ、平安あ

れ。 

 

忘れられない物語 

 

「ナリニ・ディディの汚染恐怖症」 

 

ナリニ・ディディ（ホーリー・マザー

の姪）は、儀式上の清浄さに異常なほ

ど固執していた。彼女は常に不浄なも

のに触れてしまうのではないかと恐れ

ていた。誰がいつ彼女に触れたのか、

常に心配していた。しかし、ホーリー・

マザーは触れること、触れられること

に全くこだわっておられなかった。ナ

リニ・ディディはよく「ピシ・マー（叔

母）は、食事の後に捨てられた不浄な

葉っぱの皿を踏んでも全く気にしない

のよ」と愚痴をこぼしていたものだ。

ホーリー・マザーは、ナリニ・ディデ

ィのこの恐怖症のために、多くのから

かいを受けなければならなかった。 

 

ある冬の夜、ナリニ・ディディはホー

リー・マザーのもとを訪れ、「し尿に触

れてしまったの」と、深く悲しみなが

ら告げた。その寒い夜に沐浴すること

は不可能だった。儀式的な清浄さを重

んじるあまり、彼女は食事をすること

も、部屋に入って眠ることもできなか

った。そのため、その冬の夜は玄関ホ

ールの外で座って過ごさなければなら

なかった。ホーリー・マザーはさまざ

まな方法で彼女をなだめようとなさっ

た。ガンジス川の水を体に振りかける

か、着替えて手足を洗えば十分です、

と提案なさった。しかし、ナリニ・デ

ィディはこれらの提案をどれも受け入

れなかった。清潔になるためには、全

身を沐浴しなければならないのだ。 

 

彼女は悲しみながら、自分の部屋のベ

ランダに座り続けた。夜が更けても立

ち上がろうとしなかった。すぐに悲し

みの涙を流し始めた。ホーリー・マザ

ーと数名がナリニを説得しようとした

が、すべては無駄に終わった。そこで、

皆は食事を済ませ、床に就いた。ナリ

ニ・ディディの悲しみは増すばかりで、

彼女はわっと大きな声で泣き叫んだ。

「誰も私の世話なんてしてくれないの。

夫の家では歓迎されなかったので、父

の家に行きました。しかし、父は再婚

したので、継母のせいでそこにも居場

所がなかったわ。私を愛し、自分の子

として引き取ってくれているピシ・マ

ーがいます。でも、ここにいる他の人

たちが嫉妬しはじめたので、ここで暮

らし続けるのも難しいわ。だから私の

人生はすべて、悲しみの中で一人で過

ごすことになっているの」 それから

彼女はしばらく黙っていて、また嘆き

始めた。 

 

家の中の誰もが眠りに落ちていた。ホ

ーリー・マザーは起き上がり、ナリニ

に優しい声でこう言った。「娘よ、よく
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聞きなさい。なぜあなたは不必要な苦

しみを味わうのですか？手足を洗って

中に入って、食事を済ませて眠りなさ

い。」 やがてホーリー・マザーご自身

も嘆き始めた。「ああ、なんて可哀そう

なの！ナリニは若すぎるので、心が未

発達なのです。だから些細なことでか

んしゃくを起こすのよ」 ホーリー・

マザーは何度も何度も悲しげな声で言

いました。「なんて可哀そうなの！ナリ

ニの知性は未発達なのです。だから彼

女は感情的になり、怒り出すのです。」 

 

マザーのある「息子」は、これらすべ

てを聞いて考えた。「私たちが他人に怒

るとき、私たちは相手がわざと厄介な

ことをしていると考える。でも、マザ

ーご自身が、問題児の行動を正当化し、

彼女を弁解しようとしていらっしゃる。

その少女が問題行動を起こすのは、彼

女の心が未発達だからで、強情による

ものではないということだ！つまり、

彼女のせいではない。彼女は結局のと

ころ、年齢的には大人でも、未発達の

子供なのだ。子供が悪いことをしたと

非難されるだろうか？」 

 

それからマザーはナリニの近くに来て、

甘い言葉で彼女をなだめた。ナリニも

答えた。彼女の悲しみは去り、彼女は

服を着替え、食べ物を取り、眠りにつ

いた。マザーも幸せを感じておられた。

マザーは、その最高度の忍耐と思いや

りによって平安と調和をもたらされた

のだ。 

 

今月の思想 

 

自分の心をコントロールしなさい。人

生のはかなさを常に意識することで、

貪欲や怒りに抵抗し、あらゆる悪を避

けることができるであろう。 

 

心が誘惑されたときは、その誘惑を抑

えて制御しなければならない。つまり、

自分の心の師となるのだ。 

 

互いに尊重し合い、争いを避けなさい。

共に学び、共に習得し、共に私の教え

を実践しなさい。怠惰と争いに心と時

間を浪費してはならない。悟りの花が

咲き、正道の果実を摘む季節を喜びな

さい。 

 

…お釈迦様の最後の説教より 

 

発行：日本ヴェーダーンタ協会 

249-0001 神奈川県逗子市久木 4-18-1 

Tel: 046-873-0428  

Fax: 046-873-0592 

Website: http://www.vedanta.jp 

Email: info@vedanta.jp 


